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都城市議会議長  様 

提出日  令和６年１０月２１日 

氏 名  江内谷 満 義 

 

視   察   報   告   書 

 

以下のとおり、研修の報告をいたします。 

 

１ 会派名及び視察者名 

  会 派  令和創生 

  視察者  江内谷満義 別府英樹 岩元弘樹 楠見千穂子 

 

２ 視察先・テーマ及び日時 

  〇 令和６年１０月７日（月） １４：１０～１７：００ 

    岡山県美咲町役場 「人口減少に対する取組みについて」 

  〇 令和６年１０月８日（火）  ９：５０～１１：００ 

    岡山県奈義町しごとえん 「官民連携で行う人材育成と新しい働き方

の創造について」 

  〇 令和６年１０月８日（火 １２：５０～１５：３０） 

    岡山県奈義町役場 奈義町現代美術館 なぎチャイルドホーム 

             「少子化対策について」 

  〇 令和６年１０月９日（水）１０：２０～１２：３０ 

    兵庫県神戸市人と防災未来センター 

「大規模災害に対する備えについて」 

 

３ 視察の内容 

岡山県の中央部に位置する美咲町は、「賢く収縮するまちづくり」というユ

ニークな取り組みをすすめている町。２００５年（平成１７年）に、３つの町

が合併して誕生した美咲町は、人口減少や高齢化といった課題を抱えていまし

た。 

合併時の人口は、約１万６，５００人であったが、２０年経った今では、１

万３，０００人で、丁度合併した１つの町がなくなったという状況に。 

合併２０年でこうなり、あと１０年後には、社人研の予測よりも早く人口減

少がすすんでいくという状況であった。 

そのような時期の、２０１８年（平成３０年）に、新町長に就任した「青野

高陽町長」が取り組んだ「賢く収縮するまちづくり」の取組み内容を視察。 
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≪視察に至った経緯は≫ 

今年５月末、東京で開催された「自治創造学会」の研究大会に会派４名

で参加、「青野町長」の講話を聴く機会があり、その取り組みの内容に

ついて大きな関心を抱いたものであった。今回、現地に出向いて、その

取組を研修したい、の想いで視察になったもの。 

 

青野町長は、就任早々人口減少が急激に進む中で、「まちの、今後のまちづ

くり」に着手。岡山県議の経験３期を経験はあるものの首長の経験は初めて。 

着任後、幹部職員に町の「総合計画は」と尋ねると「そんなもんは、とっく

に期限が切れて、もうありません」との答えにビックリ。町の人口減少は、加

速度的にすすみ、１０年後には８千人と、社人研の予測。そのような町の状況

からのスタート。お先真っ暗ななかで、「それに、見合ったまちづくり」の取

組みの始まりだったと町長。 

 

当時の美咲町をとりまく社会 

      ・美咲町の普遍的課題 

       １ 少子高齢化 

       ２ 人口減少 

       ３ 財政規模の縮小 

      ・美咲町がすでに直面している課題 

       １ 担い手不足 

       ２ 若者・女性の流出 

       ３ 公助の限界 

       ４ 地域自治の限界 

       ５ 地域課題の重複・深刻化 

人口規模、面積等大きな差はあるが、都城市とも、ほぼ同じような状況 

そのような合併時の状況が、今でもそのまますすんでいる。 

そこで、従来の「成長」を、追及するまちづくりでなく、限られた資源を有

効活用し、持続可能な発展を目指す「賢く収縮するまちづくり」を掲げました。 

昭和から平成にかけて、国は「ハコモノ」を推奨。令和は広げた風呂敷をい

かにたたむかの時代。「次は何を建てようか」から「何を壊そうか」の時代に

なってきた。人口減に見合った大きさに、まちをつくり変える時代の方向に転

換。 

 

≪最近取り組んだ主な事業≫ 

① 町内の小・中学校が合併して「小中一貫校」の取組み。旭学園は令和２
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年度から開校。１年目は多少のとまどいもあったが、２年目は学力テス

トでは、ほとんどの学年が県平均を上回るなど、落ち着いた状態である。 

同じく小中一貫校の棚原学園は、開校５年前から、乗り入れ授業など、

事前準備も実施したりして備えたもの。現在学力が岡山県内でトップク

ラスを推移しており合併効果が見られている。 

② 温泉の廃止 

   公共施設の見直しの一環として「温泉施設の廃止」を決断。 

年間１，５００万円から２，０００万円の赤字経営の状況。６５歳以上の

入場料は２５０円。計算してみると入場者一人当たり町が、１，０００円

を付けて入っておる状態。今後、老朽化による大きな修理や指定管理料等

も鑑み、苦渋の温泉廃止の決断。 

事前の議会サイドの「全員協議会」では、了解は得ていたものの、後日

住民側の猛反発の反対署名運動も始まったことも。 

“これは、健康と福祉のための温泉だ。観光施設じゃない”と「町長はや

めろ」の声も。町内に大きな反対運動もあったが、“廃止”と大きな決断。 

③ 美咲町庁舎の建替 

建設単価を引き下げるため「ドラッグストア並みの、倉庫に毛が生えた

ような庁舎を作りたい」と、計画。 

今、建設中（令和６年度）の建物について、 

住民から「今、倉庫を建設しているのか」とか、 

「庁舎を作るための、仮の建物か」などの風評もあったところ。 

５０年くらいに一度建て替える庁舎の建設に、当時の首長としては、

それなりの建物を造りたいという思いはあったが、「苦しい決断」と町長。 

 以上、美咲町の人口減少、それに伴う税源不足の対応を述べました。 

（今回の視察研修時を中心に述べたが、５月の講演時の内容も一部重複あり） 

 

 

４ 視察の感想 

 平成１７年に、近隣の３町で合併。人口約１万６０００人でスタート。 

２０年経った今、人口約１万３０００人の町へ。今後も人口減少が進んでい

く厳しい中での、町長就任、町政を任された「青野高陽」町長の取組であった。 

まだ６年足らずの取組みで、その必死な取り組みに感動を受けました。 

都城市と規模は違うが、同じような課題は、共通するものがたくさんあると

受け止めました。 

特に、美咲町の公共施設の「温泉の廃止」は、苦しい決断のひとつであった

との事。徹底した見直しは、何事も見逃すことのできないもの。 
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「今では、苦労話ですが」との事であったが、その決意について、当時の取

組みの情熱、まちの将来を考えての首長の行動に胸を打たれた。 

 

５ 視察の成果及び市政への反映等について 

研修を終え、美咲町に比べて本市の、今後の人口減少の対策は、まだ大きな

希望があると感じた。 

「ふるさと納税寄付金」の有難さも、つくづく感じたところ。 

しかし、寄付金はいつまで続くか不透明のもの。今、体力のある内に、公共施

設等の見直しを取り組む必要性も感じたところ。 

今後の、全国の自治体の地域間競争はますます激化するもの。 

追い込まれない内に、取り組む必要性を強く感じた、今回の視察研修でした。 

市政の発展のため、しっかりと取り組むことを強く思いました。 

 

６ 添付資料 

 

  

   



































都城市議会議長 様 

                   提出日 令和６年１０月２４日 

                   氏 名  楠見 千穂子          

 

研 修 報 告 書 
 
 以下のとおり研修の報告をいたします。 
 
１ 所属会派名 
  会派 令和創生 
  視察者 江内谷満義 別府英樹 楠見千穂子 岩元弘樹 
 
２ 視察先・テーマ・日時 
  〇 令和６年１０月７日(月) １４時１０分～１７時００分 
    岡山県美咲町 「人口減少に対する取り組みについて」 
  〇 令和６年１０月８日(火) ９時５０分～１１時００分 
    岡山県奈義町 奈義しごとえん                   

「官民連携で行う人材育成と新しい働き方の創造について」 
    〇 令和６年１０月８日(火) １２時５０分～１５時３０分 
    岡山県奈義町役場、奈義町現代美術館、奈義町立図書館 

なぎチャイルドホーム 
       「少子化対策について」 
    〇 令和６年１０月９日(水) １０時２０分～１２時３０分 
    兵庫県神戸市 阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 
    「大規模災害に対する備えについて」 
 
 
３ 視察内容 
 〇岡山県美咲町は「見栄えの良い将来計画でなく、現実を見据えて賢く

収縮する」まちづくりを視察した。公共施設を統廃合して複合施設を

建設するは、議会の否決により頓挫し、職員の意識改革、庁内の部署

編成も進めた。 
  小中学校を統合する義務教育学校は、児童生徒１００人前後の小さな

旭学園、2 校目の義務教育学校柵原学園は、児童館、交流ホール、地元

住民がボランティアで学習支援をする寺子屋的なスペースを併設、地

域を挙げて子どもを応援する仕組みづくりを実施、子どもの学力向上

に効果があった。 
  壊すだけでなく、必要なものはこじんまりと作る。合併特例債で老朽

化の進んだ施設の解体撤去を実施し、公民館、図書館、保健センター

等必要なものは、施設を 3 つ壊す代わりにこじんまりとした施設を一

つ建設している。 
物産館、社会福祉協議会、150 人ほどのホールなどの複合施設の建物だ

った。   実際、図書館も閲覧調査を実施して、閲覧のない本は除き



蔵書の数ではなく、必要としている図書を購入しているこじんまりとし

た図書室だった。 
  また、図書館は静かに本を読むところではなく、子どもたちが集まる

場所としても開放している。建設中の新庁舎も新しくつくられた複合

施設 3 つは、ヨド物置のプレハブで仮設ではなく、費用面、解体のこ

とも考えプレハブのヨド物置で建設していた。 
  また、観光では美咲たまごかけごはんを提供している「食堂かめっち」

はたまごかけごはんを求め 100 万人以上が訪れている。 
 
 〇奈義しごとえんは、人口 6000 人を維持するための人づくりとまちづく

りを実現するための 4 つの基本目標がありその目標達成の一つの手段

として、「しごと」をつくり安心して働けるようにするため、奈義町が

1500 万円で委託している一般社団法人奈義しごとえんがある。 
  コンビニに行くように気軽に立ち寄れ、様々な仕事があり自由に選ぶ

ことができる。企業と個人が直接契約して、空いた時間に少しだけ働

くをつなぐ事業である。 
  個人からは手数料 10％をもらい企業からはもう少し上乗せしている。 
  330 人の登録があるが実際は 40 人から 50 人の実働となっている。 
  シルバー人材センターを奈義しごとえんが兼ねている。 
 
 〇奈義町人口 5560 人(2024 年 4 月 1 日)、令和 6 年保育園 1、幼稚園 2

を統合してなぎっここども園(定員 250 人)を整備、小学校 1 校、中学校

1 の建て替え完了 
  平成 24 年奈義町子育て応援宣言を行い、切れ目のない経済的支援を実

施している。 
  ・出産祝い金 10 万円保育料多子軽減 
  ・こども園、小中学校の給食費の無償化 
  ・小中学校の教育教材費の無料化 
  ・高校生までの医療費無料 
  ・大学生に町独自の奨学育英金、卒業後に庁への定住で全額返済免除 
   8 年間で免除 10％程度 
  ・特定不妊治療を受けた方に県の助成を引いた額の 1/2 以内で年額 20

万円を助成 
  ・在宅育児をする保護者に毎月 15,000 円の支援金(6 か月から 4 歳ま

で) 
  ・高校生への奨学支援として年額 240,000 円の支援金 
  ・中学 3 年生までの子どもを育てるひとり親に年額 54,000 円を支給、

第 2 子以降は一人 27,000 円加算 
  ・おたふくかぜ、インフルエンザなどの予防接種助成 
    町の一般会計予算約 50 億円のうち、子育て・教育支援単独事業費約

3 億円 
    (一般会計に占める割合５～６％) 
    ・地域と行政につながる伴走型の産前産後のケア 
 
   
  園小中一貫校の中で英語が話せる子どもたちを育成 
  こども園 ALT3 名常駐 



  小学校 ALT６名常駐 
  中学校 ALT３名常駐 
   
  住環境の整備 町営賃貸住宅(満室) 81 戸 
  住環境の整備 分譲住宅の整備 ８７区画 分譲率 100％ 
  住環境の整備 空き家対策・新築・リフォーム促進 
     ・奈義町空家対策事業補助金 
     ・新築・住宅リフォーム補助金 
     ・空き家利活用補助金 
     ・結婚新生活支援事業補助金 
  
  ナギギフトカード(多世代共生型菜ギフトカード) 
 
 〇なぎチャイルドホーム(地域と子育て拠点施設) 
  子育てアドバイザーが常駐し、子育て相談、地域住民による子どもの

一時預かり、親子向けのイベント、週 4 で通え、親同士が協力する保

育活動、保護者と保育士が当番制で子どもたちの面倒を見ている。 
 
 〇奈義町現代美術館 
  五感でアートが楽しめる体験型美術館で、建物と作品が一体化してい

る特徴がある。SNS 映えすると全国区で話題を集めている。 
 
 〇阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 
  １９９５年１月１７日午前５時４６分淡路島北部を震源とするマグニ

チュード 7.3 の地震が発生した。６４００名を超える人名が失われた。 
  阪神淡路大震災の経験と教訓を継承し、防災・減殺の実現のために必

要な情報を発信する施設となっている。当時の災害直後の町の再現、

防災グッズの展示、販売、映像による命を守る、逃げる、自分の命は

自分で守る。 
   
 
４ 視察の感想 
美咲町、奈義町ともに地域の問題を抽出し、役場が変わらないと町は変わ

らない。役場が変われば町は変わる。組織力強化のため職員の意識改革、

組織編制等を実施して人口減少を少しでも遅らせるように、子育て支援に

邁進していた。 
見栄えの良い将来計画ではなく、現実を見据えて賢く収縮する現状を視察

した。 
公共施設は維持管理費がかさむため、統合廃止を訴え住民説明会を実施し

て住民の理解を求め続け、現在も住民説明会は実施している。住民と行政

の距離が近くなり出向く行政、顔の見える行政の必要性を積極的に進め、

町外出身の職員が増え、住民が職員のことを知らなかったり、業務に追わ

れ地域に出向くことが少なくなったのは 
出向く行政、顔の見える行政が薄れてきていると見直しを図ることも現実

重視と受け止められた。 
町の施策については地域に出向き説明する出前講座も 84 のメニューがある

ようで、人口 13,000 人ほどの町の出前講座に 84 のメニューがあるのには、



職員のやる気があり真に受け止め、町の施策を説明する住民説明会が実際

に行われていると感じた。 
また、人口減少に備えて、未来に負の遺産を残さない、人口が減っても町

の面積が減るわけではない、人口減少に見合った町にしていくことには納

得できた。 
必要なものは残し、ヒト、モノ，カネの資源を次の世代へと投資していく

仕組みを作っていかなければ町は生き残れない、行政としてのフルセット

のサービスは難しいと考えられている青野高陽町長に感心させられた。 
きっと、後世に生き残るまちづくりを残されると思われる。 
 
 
５ 視察の成果及び市政への反映 
本市は、移住促進事業に莫大な費用をかけて他市町村から住民を移住させ

ている。他の市町村も人口減少には対策を立てているが、移住一人１００

万円の魅力にはなすすべがないのか。 
お金につられ、故郷を離れ、馴れ親しんだ地域を離れ、仕事を辞めて移住

してきた方がどれだけ都城に定着していただけるか追跡調査は郵便物の配

送などではなく、個別訪問を実施して確認することは出向く行政として重

要と考える。 
途中で都城市を離れられた場合は、移住促進費の返還が必要となるが、支

払い能力がない場合は不能欠損として処理してしまうのか。 
追跡調査を徹底して請求し続けるのか。不透明のままではいけないと思わ

れる。 
ヒト、モノ、カネを大切にしない行政は、果たして後世に残せるものがあ

るだろうか。 
本市の道の駅ニクルの看板に数千万の予算計上があったが、美咲町は３つ

の複合施設を１８億円で建設中である。３つの施設に美咲町役場の庁舎、

図書館、直売物産館、保健センター、公民館が多世代交流拠点施設になり、

図書館、成人式ができる小規模ホール、社会福祉協議会など複合施設が建

設されていた。ヨド物置のプレハブ住宅ではあるが１０年おきにメンテナ

ンスを実施すれば雨漏りもせずに耐久性はあり十分 ５０年は持つようで

ある。 
新庁舎は一人のスペースが狭くペーパーレスで書籍棚は置かない、机も幅

90 ㎝と小さくなり、椅子も入れられるか不透明との説明があった。職員の

意識改革も徹底していると考える。 
ただ、雨の音が大きいのが難点のようである。 
「住民の生活を守る、複数の施設を統合し必要なものは残す、さらに充実

させる」  美咲町の合計特殊出生率 2.23、奈義町令和元年 2.95 を記録し

ている。 
本市の出生率は年々減少し続け、移住促進事業で向上しているようである

が、本市の子育て事業と合わせ出生率をどのくらい向上できるか、全国か

ら注視されているような気がする。 
奈義町では 3 人以上の子どものいる家庭は半数以上を占めている。本市と

何が違うのか行政も、議会も考える必要がある。 
美咲町、奈義町では町民へ行政が約束する、町民へは正直に嘘を言わない、

安心感と心強さを町民へ感じるようにしていることが重要である。 



本市の市民にも行政に対して、安心感と心強さを感じてもらえるような市

政にする必要があると考える。 
 
８ 添付資料 
  ・なし 

 
 


